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シフトJIS、マイクロソフト標準キャラクタセット、JIS X 
0213からUnicode サロゲートペアまで



文字コードの変遷



Windows の変遷

1995

Microsoft

Windows NT
Server 3.51

1993

Microsoft
Windows NT
Server 3.1

2005

強固なセキュリティで堅牢性を強化。
遠隔拠点のサーバーやID管理を容易にする機能を提供

2003

初めての64Bit版をリリース。
Webサービスへの対応、Active DirectoryやIISなどを強化

2000

インターネット標準に対応。 
Active DirectoryやPKIの対応など、スケーラビリティとセキュティが飛躍的に
向上

1996

Microsoft

Windows NT
Server 4.0

Webサーバーやアプリケーションサーバーとしての機能を強化。
IISやDNS,ASP,DCOMを初めて標準装備、また初めてクラス
ターに対応

1994

Microsoft
Windows NT
Server 3.5

2008

サーバー管理の刷新、仮想化テクノロジの統合、ネットワーク保護、
ターミナルサービスの強化などかつてない管理性、堅牢性、柔軟性を提供



16bit OS

初のGUI

アプリケーションの同時実行

1985年 - Windows 1.0



キーボードショートカット

i286プロセッサの採用し物理メモリ空間が

16MBに拡張。1GBの仮想記憶も使用可能に。

（多くのPCは1MB未満)

DDE (Dynamic Data Exchange)

ウィンドウの重なり

1987年 - Windows 2.0

CPUは、フラグレジスタのbit15-12で判定
• 1111bから変更可：8086世代
• 0000bから変更不可：80286
• それ以外：80386以降



WIFE（Windows Intelligent Font Environment）

DBCSフォントを扱うえるようにするために開発され

た『インストール可能なフォント・ドライバを実現す

るサブシステム』

1990 2月5日 DDS詳細仕様書 V0.1
1990 6月7日 WIFE詳細仕様書 V0.2
1990 6月27日  WIFE詳細仕様書 V0.21
   外字等の仕様を追加
1990 7月2日  WIFE詳細仕様書 V0.31
   文字の回転（縦書）の仕様を追加
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「マイクロソフト標準キャラクタセット」

各ベンダーによる独自拡張された文字を整理

統合し、異機種・プログラム間の文字情報の

相互運用を可能に。

相互運用性の喪失

各ベンダーによりJISが独自拡張されたことに

より、異なるメーカー間での文字情報の交換・

共有が困難になる。



US-ASCIIの穴を縫って作られたシフトJIS

文字を指すポインタが文字の先頭か中間か容易に判別できない。
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E n g l i s h と 日 本 語
45 6E 67 9C 69 73 68 82C6 93FA 967B 8CEA

0xC6は文字の先頭か中央か？



実装コストが高く、しばしばバグの原因に

文字列のポインタをそのまま使用
するバグる

1文字前のポインタを取得するだ
けでも計算資源を浪費する

11

LPSTR SzAlign(LPSTR szStart, LPSTR szSource)
{
 LPSTR sz;
 CPINFO cpinfo;

 if (!szStart || !szSource)
  return NULL;

 if (szStart == szSource)
  return szStart;

 sz = szSource;
 // 以下のコードでは、ポインタが確実にDBCSの第1バイトでない

// 文字が現れるまでポインタを前方移動します。これは、DBCSの
// 第1バイトと第2バイトの範囲に重複があるためです。
for(;;)

 {
  if( sz==szStart || !IsDBCSLeadByte(*(sz-1)))
   return (LPSTR)( szSource – 
    (((ULONG_PTR)sz^(ULONG_PTR)szSource)&1) );
  sz--;
 }

}

と と と と と と と
82C6 82C6 82C6 82C6 82C6 82C6 82C6

文字列の先頭まで辿らないと文字の先
頭か「ニ」（0xC6）か判別できない



0x5C 問題

バックスラッシュはデリミタとして広く使用
されている

＼ <Folder>＼<FileName>

同じコードが日本語環境だと

￥
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メールで一般的だった 7bit JIS / ISO-2022-JP

メールの送信ではエンコード、受信ではでコード処理が必要。

当時は方言、送信側バグなどへの対応により高コストの象徴

E n g l i s h と 日 本 語
45 6E 67 9C 69 73 68 82C6 93FA 967B 8CEA

E n g l i s h ES
C $ B $ H F | K ¥ 8 l ES

C ( B
45 6E 67 9C 69 73 68 1B 24 42 24 48 46 7C 4B 5C 38 6C 1B 28 42
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通産省により定められた最初

の文字コード規格

規格票例字体

約２５０字に変更

第 2水準漢字に

2文字追加

印刷標準字体

Unicodeの対応

1978

1983

1990

2004

6,802字

6,877字

6,879字

11,233字

サロゲートペアの使用

非漢字659字

第四水準漢字

2,436字

第三水準漢字

1,259字

第二水準漢字

3,390字

第一水準漢字

2,965字

非漢

字

524

字

サロゲートペア
303字

JIS 2004で
字形が変更
された文字

122字

JIS X 0213:2004

JIS X 0208:1997

シフトJISはここまで！



Unicodeとサロゲートペア



Windows 95（1995）

◼ 32bit OS

◼ Intel Pentium Pro 150～200MHz

◼平均4～16MB メモリ
◼ MP (Multi Processor)



第四世代 (2007 - ) 国語審議会答申に基づく最新規格への対応

JIS2004
Windows Vista, Windows Server 2008, 

Windows XP (with JIS2004 Pack)

第三世代 (1998 - ) 補助漢字をUCS拡張

補助漢字 Windows 98, NT 4.0 SP4, 2000, Me, XP

第二世代(1993 - ) マイクロソフト 標準 キャラクタ セット

JIS90, 10646 Windows 3.1, NT 3.1/3.5, 95, NT 3.51/4.0

第一世代 (1983 - ) Shift JIS

(JIS78 or JIS83) + メーカー拡張 MS-DOS 2 - , MS OS/2 1.x, MS-Windows 2.x, 3.0

二つの議論 1993年夏

Windows 95
でUCS ?

2000年冬

BMP か 
Surrogateか ?



Windows 95 での UCS 対応
1993年夏 @ 米国 ワシントン州

対応 非対応

注*: 2 ~ 4Mbytes の必要メモリを想定



JIS2000 の 303文字の行方
2000年 冬@ 米国 カリフォルニア州、 中国 北京

BMP
Surrogate

Pair

JIS2000により 1 文字 32ビットへの

対応が必須に。

（UTF-16 & JIS X 0213:2000）



追加面の文字（サロゲートペア）

BMP

U+D800

U+DFFF

U+DC00
U+D8FF

U+0000

U+FFFF

U+10000

U+10FFFF

上位サロゲート

下位サロゲート

Shift_JISのような手段による対応。しかし、向上しています。

値から上位サロゲート、下位サロゲートの判断が可能。



追加面の文字と「面」

U+DC00

U+DFFF

0x00 0x3F

1,024文字

64文字

１面

面
65,536文字

N面
２面

３面

４面

15面

16面

上位サロゲート

(U+D800 ~ U+DBFF)

1,024

下位サロゲート

(U+DC00 ~ U+DFFF)

1,024

合計拡張文字数

1,048,576文字
=X



字形の変更

追加面の文字（サロゲートペア）の使用

Windows Vista, Windows Server 2008

はJIS 2004の字体をUIに使用。

アプリケーションはJIS90, JIS04両方を使用可

能(OpenType)

JIS2004における大きな変更
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Windows Vista, Windows Server 2008以降に搭載されているOpenTypeフォントは、両方の字形をサポート



書籍では

使用されている字形数
Unicode

該当無
Plain IVD(AJ1-6)

萬葉集 3,531 99.4% 99.8% 0.2%

梶井基次郎全集 4,563 97.3% 99.8% 0.2%

中島敦全集 3,543 97.6% 99.8% 0.2%

平成22年度書籍等デジタル化推進事業
（デジタル・ネットワーク社会における出版物の利活用推進のための外字・異体字利用環境整備事業）

• JISでサポートされている文字（約2,000)だけでは書籍で使用されている字

形全てを表現することができない。

• 約97%以上はシフトJIS （CP932）に含まれる

• Unicode、AJ1-6で 約99.8%を網羅



Unicodeの文字数
Unicode

バージョン
制定年 文字数 詳細

1.1 1992 34,233 • JIS X 0208 と JIS X 0212 を含む Unicode のバージョン

2.0 1996 38,950
• サロゲート ペアを技術仕様として採用 （この時点では文字は未定義であり、3.1にて実装）
• ハングル文字の移動 (Unicode 1.1 と互換性消失) 

• (技術仕様としては、JIS X 0213:2004 に対応) 

2.1 1998 38,952 • ユーロ通貨記号追加、多少数の記号定義変更

3.0 1999 49,259 • CJK 統合漢字拡張 A、漢字 6,582 文字追加

3.1 2001 94,205

• サロゲート ペア 303 文字を追加
• JIS X 0213:2000 一部対応、言語タグ追加
• CJK 統合漢字拡張 B ブロック追加
• CJK 統合漢字拡張 B、漢字 42,711文字追加

3.2 2002 95,221

• JIS X 0213:2000 および JIS X 0213:2004 に正式対応、
• 異体字セレクタ 1 ～ 16 追加
• （JIS X 0213:2004 の追加 10 文字は、すでに存在）
• CJK 互換漢字ブロックに追加された JIS X 0213:2000 漢字の 59 文字および追加丸付き数字 (～ ㊿) などの非漢字を追

加

4.0.0 2003 96,447 • 異体字セレクタ 17 ～ 256 追加

5.0.0 2006 99,089
• BMP(基本多言語面) 領域にバリ文字など追加
• サロゲート領域にフェニキア文字など追加

6.0 2010 109,449
• ISO/IEC 10646:2010

• 絵文字の追加

それでも足りない文字



Unicodeの登録文字数の変遷
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制定年月日 バージョン番号 収録文字数

1991年10月 1.0.0 7,161

1992年6月 1.0.1 28,359

1993年6月 1.1.0 34,233

1996年7月 2.0.0 38,950

1998年5月 2.1.0 38,952

1999年9月 3.0.0 49,259

2001年3月 3.1.0 94,205

2002年3月 3.2.0 95,221

2003年4月 4.0.0 96,447

2005年3月31日 4.1.0 97,720

2006年7月14日 5.0.0 99,089

2008年4月4日 5.1.0 100,713

2009年10月1日 5.2.0 107,361

2010年10月11日 6.0.0 109,449

2012年1月31日 6.1.0 110,181

2012年9月26日 6.2.0 110,182

2013年9月30日 6.3.0 110,187

2014年6月16日 7.0.0 113,021

2015年6月17日 8.0.0 120,737

2016年6月21日 9.0.0 128,172

2017年6月20日 10.0.0 136,690

2018年6月5日 11.0.0 137,374

2019年3月5日 12.0.0 137,928

2019年5月7日 12.1.0 137,929

2020年3月10日 13.0.0 143,859

2021年9月22日 14.0.0 144,697

2022年9月13日 15.0.0 149,186

2023年9月12日 15.1.0 149,813

2024年9月10日 16.0.0 154,998



基本多言語面 (Basic Multilingual Plane)
追加面 (Supplementary Plane)

BMP
U+0000

U+FFFF

U+10000

U+10FFFF

Plane 0 (Basic Multilingual Plane)
基本多言語面

Plane 1 (Supplementary Multilingual Plane)

U+10FFD

U+20000

U+2FFFD

Plane 2 (Supplementary Ideographic Plane)

U+30000

U+3FFFD

Plane 3 (Tertiary Ideographic Plane)

U+E0000

U+EFFFD

Plane 14 (Special-Purpose Plane)

http://unicode.org/roadmaps/index.html

Unicodeのアドレス空間は21ビット



文字と規格の関係
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ISO/IEC JTC1 SC2

ISO/IEC 10646 ISO/IEC 14651

Unicode Standard

Unicode Technical Standard
Unicode Collation Algorithm

Default Unicode Collation
Element Table (DUCET)

Common Locale Data Repository (CLDR)

International Components for Unicode (ICU)

Unicode Consortium

Ideographic Variation Database (IVD)

Refer

Binded

国際規格（デジュール）と業界標準（フォーラム）が連携

文字に関係する規格は、ICUに集約



Unicode Stack
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Android
Application

Windows
Application

iOS
Application

Mac
Application

Web
Application

Android Windows iOS macOS ECMA-402

ICU (C, C++, Java, Rust) Code

CLDR – Language Dependent Data

Unicode Encoding – characters, properties & behavior

Browser

Databases

Search
Productivity

C C++

Java

Apps

Platforms

Libraries

Locales

Characters



外字問題とIVD
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行政システムでは

登記固有文字
10,330字

戸籍統一文字
55,267字

登記統一文字 65,597

住民基本台帳
ネットワーク
統一文字
19,432字

※それぞれ漢字以外の文字を除く



外字を使用する背景・・

登記固有文字
10,330字

戸籍統一文字
55,267字

住民基本台帳
ネットワーク
統一文字
19,432字

無い文字は外字
で対応・・・

一般に・・・

JIS、Unicodeを初め標準に含まれない字

改定常用漢字表

JIS X 0208, JIS X 0213

この他、フォントに含まれず独自に追加した字

登記統一文字 65,597字



外字を必要とする背景とは

戸籍統一文字

56,040字

住民基本台帳ネットワーク統一文字

21,039字

JIS 漢字

10,050字

常用漢字

2136字 7ビットＪＩＳによる符号化が可
能

UTF-8、UTF-16により符号化
が可能

外字を使用



BMPの外字使用と外字を使うことの深刻な課題

渡 氏 の 絵 は 作 だ

渡 邉 氏 の 絵 は 傑 作 だ

渡 氏 の 絵 は 作 だ



外字を使用した運用

1. コードの割り当て、管理

2. グリフの作成

3. フォントファイルへの追加

4. 更新したフォントの配布

5. 他システム連携のためのマッ

ピングテーブルの更新

私的コードの割当

字体の作成

フォンファイルへの追加

フォントの配布

漢 漢 漢 漢

文字のメンテナンス要する

膨大なコスト

外部システムとの相互運用がで

きない閉じた文字情報空間



東北大震災からの教訓

外字

=0xE000

外字

=0xE021

被災自治体

支援自治体

同じ字形であっても外字使用により

コードが異なり、データ連携ができない



Unicode IVS/IVD



Windows 8 の IVSサポート基盤

文字情報基盤構築事業で整備された文字、約58,000文字を扱う基盤

のサポート

Unicode UTS #37 (IVS/IVD)

JIS X 0221:2013 追補版で対応予定

印刷・出版業界で使用されているAJ1-6対応フォントを使用可能に

JIS X 0208:1990、JIS X 0213:2000、JIS X 0213:2004の文字全てを

同時にサポート

JIS90フォントパック使用することなく、JIS90の字体を

IMEを使用して入力、表示可能に



グリフデータベース基盤

様々なグリフをIdeographic Variation Databaseとして
管理、利用可能にすることで、固有のIDによりグリフの
識別を実現



フォントサイズの推移

組み込みなどOSの用途が広がる中で文字、
フォントを増やすことは容易ではない
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MSゴシック MS明朝

Windows 3.1 2,500,692 3,446,204

Windows 2000 SP4 8,272,028 9,135,960

Windows Vista SP2 9,165,480 10,056,872

Windows 7 9,172,500 10,057,108

Windows 8 9,209,540 10,080,360

Windows 10 9,214,692 10,081,800



Windows 8 でIVSに正式対応

IVS（異体字セレクタ）に対応
文字の入力

文字の出力（表示、印刷など）

Windows 8

文字情報基盤の成果

Windows 8で異体
字が使用可能に！

AJ1



１文字＝16ビットではない（UTF-16）
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Unicodeのアドレス空間は21ビット

UTF-16は、1文字を16ビットで符号
化する方式



レンダリング文字数とデータサイズは一致しない
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12文字 v.s. 15文字

C#におけるSurrogate Pairの識別

Char.IsSurrogate(char)

Char.IsSurrogate(string, int)

C#における見た目上の文字数の取得

StringInfo.LengthInTextElements



基本となる文字と、その字形を指定する
事が可能に

見た目の異なる文字であっても、基本とな
る文字により、意味上の一意性を確保

異体字セレクタの仕組み
~Ideographic Variation Sequence~

邉
9089

基本となる文字 U+9089のバリエーション

◼ IVD
⚫ Ideographic Variation Database

◼ IVS
⚫ Ideographic Variation Selector

⚫ Ideographic Variation Sequence



異体字セレクタ

Unicode グリフDB

邉
U+9089

U+9089 U+E0116



グリフの指定が可能に
U+6E21 U+9089 U+6C0F U+306E U+7D75 U+306F U+5091 U+4F5C U+3060

渡 邉 氏 の 絵 は 傑 作 だ

邉󠄗
E010A E0104

傑󠄄

渡 氏 の 絵 は 作 だ邉󠄗 傑󠄄

U+6E21
U+9089

+
U+E010A

U+6C0F U+306E U+7D75 U+306F
U+5091

+
U+E0104

U+4F5C U+3060



グリフの指定とIVD
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BMP
１６ビット

サロゲートペア
３２ビット（１６ビット＋１６ビット）

JIS X 0213、IVSともにサロゲートエリアに割り当てられている

16ビットから64ビット (UTF-16の場合）

16ビット 16ビット 16ビット 16ビット ＝１文字の場合も



実装上の違い
符号長/１文字 不足する文字への対応

シフトJIS 可変（８、１６ビット） 外字

Unicode 基本多言語面 固定（１６ビット）*1 外字

Unicode サロゲートペア 可変（１６、３２ビット）*1 外字

Unicode IVS/IVD 可変（１６、３２、４８、６４ビット）*1 国際標準

*1 – UTF-16符号化方式の場合

16ビット 16ビット

16ビット16ビット16ビット 16ビット

16ビット 16ビット

16ビット 16ビット

= １文字



文字によって異なるバイト数（UTF-16）
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枡

葛

齋󠄄

𥞩
U+257A9 U+E0100

U+257A9

U+845B

U+9F4B U+E0100

845B

D855

9F4B

DFA9

DB40DD00

D855 DFA9 DB40DD02

基本多言語面の文字

追加面の文字

追加面の文字と
異体字セレクタ

基本多言語面の文字と
異体字セレクタ



データベースにより異なる対応が異なる文字コード対応

照合順序がIVSに対応していないデータベースでは、親文字から構成される文字列による検索
ができない。

各データベースにおける対応状況
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Upper/Lower Accent かな・カナ Half/Full IVS 文字情報基盤対応

PostgreSQL 14 citext 
extension

Unaccent 
extension ✕

MySQL 8.0 CI/CS AI M △

Oracle 21c ci/cs ai/as ks unicode △

SQL Server CI/CS AI/AS KS WS VSS ◎*1

16ビット16ビット16ビット 16ビット 16ビット16ビット 16ビット 16ビット 16ビット 16ビット 16ビット 16ビット 16ビット

16ビット 16ビット 16ビット 16ビット

IVSを含む文字列

IVSを含まない文字列 16ビット

※1 - SQL Serverでは、「_VSS」 が含まれる照合順序が異体字セレクタに対応



Unicode IVS/IVD 対応
Collation (_VSS)

SQL Server 2017 (14.x)で導入された日本語の照合順序 、

Japanese_Bushu_Kakusu_140 と Japanese_XJI

S_140 で、多様な表意文字のバリエーションセレクターを区別し

ます。 バリエーションのシーケンスは、基本文字とバリエーションセレ

クターで構成されます。 この _VSS オプションを選択しない場合、

照合順序で異体字の選択が区別されず、比較において異体字

の選択が考慮されることはありません。 つまり、SQL Server では、

並べ替えが同じになるように、バリエーションの選択が異なる同じ

基本文字に基づいて構築された文字が考慮されています。 詳細

については、「Unicode 表意文字のバリエーション データベース」

を参照してください。

異体字セレクターを区別する (_VSS) 照合順序は、全文検索

インデックスではサポートされていません。 全文検索インデックスで

は、アクセントを区別する (_AS)、かなを区別する (_KS)、文字

幅を区別する (_WS) オプションのみがサポートされます。 SQL 

Server XML と CLR のエンジンでは、(_VSS) 異体字セレク

ターはサポートされていません。

_VS Collation を SQL11で追加

https://www.unicode.org/reports/tr37/
https://www.unicode.org/reports/tr37/
https://www.unicode.org/reports/tr37/
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文字情報基盤整備事業
～内閣官房情報通信技術（IT）担当室、経済産業
省、IPAにより推進～

平成14～17年度にかけて、戸籍統一文字、住民基本台帳ネットワーク統一
文字を対象として、人名、地名等に使用される文字を調査を実施。平成20

年度～登記に使用される文字を調査。
情報システムへの実装に向けて、ISO/IEC 10646に必要な文字の追加提案
を行う。



これまでの経緯
年 発行主体等 内容

1978 （S53） 日本規格協会 JIS C 6226 「情報交換用漢字符号系」

1994 （H6） 法務省 戸籍事務の電算化開始

1997 （H9） 閣議決定
「行政情報化推進基本計画（改定）」JIS3,4水準制定により解消。残る外字の
交換ルール策定。

2000 （H12） 日本規格協会 JIS X0213 「情報交換用符号化拡張漢字集合」（JIS第3,4水準）

2002 （H14） 総務省 住民基本台帳ネットワーク統一文字

2002 （H14） 経済産業省他
汎用電子情報交換環境整備プログラム開始（戸籍、住民基本台帳ネットワーク、
登記を検証）

2003 （H15） IT戦略本部決定 「e-Japan 戦略Ⅱ」公開用文字情報データベースの構築。文字コード規格を整備。

2004 （H16） 法務省 戸籍統一文字（戸籍手続オンラインシステムの構築のための標準仕様書）

2005 （H17） IT戦略本部決定 「IT政策パッケージ-2005」

2008 （H20） IT戦略本部決定 「IT政策ロードマップ」

2010 （H22） 経済産業省、IPA 文字情報基盤プロジェクト開始



これまでの経緯

年 発行主体等 内容

2010 （H22） 経済産業省、IPA 文字情報基盤プロジェクト開始

2011 （H23） IT戦略本部決定 「電子行政推進に関する事本方針」文字情報基盤の活用

2011 （H23） 経済産業省、IPA
文字情報基盤プロジェクト成果公開 IPAmj 明朝フォント、文字情報
対応表

2013 （H25） 閣議決定 「世界最先端IT国家創造宣言」文字情報基盤を原則

2014 （H26） 総務省 「電子自治体の取組を加速するための10の指針」

2014 （H26） CIO連絡会議

「電子行政分野におけるオープンな利用環境整備に向けた
アクションプラン」

導入ガイドの活用、縮退マップの整備



世界最先端IT国家創造宣言
内閣閣議決定

従来政府が担っていたサービスの提供機能を民間にも開放し、官民の協働によっ
て、より利便性の高い公共サービスを創造する。国民がステークホルダーとして積
極的に参加できるよう、クラウドを活用したオープンな利用環境を、データ・フォー
マット、用語、コード、文字等の標準化・共通化、アプリケーション・インターフェイス
（API）の公開等を行いつつ整備する。特に文字の標準化・共通化に関しては、

今後整備する情報システムにおいては、国際標準に適合した文字情報基盤を
活用することを原則とする。



電子行政分野におけるオープンな利用環境整備に向けたアク
ションプラン
各府省情報化統括責任者（CIO）連絡会議決定

今後整備する政府情報システムにおいては、国際標準に適合した
文字情報基盤を活用することを原則とする。
各府省は、経済産業省を中心に策定した「文字情報基盤導入ガ

イド」を参照しつつ、導入を推進する。また、経済産業省は、各府省の
円滑な導入を支援するため、文字情報基盤の文字（約６万文
字）を、市販コンピュータで特別な設定無しで活用できるJIS 範囲の
文字への変換を行う際に参照する縮退マップの提供を、平成26 年
度中に実施する。



IPAmj明朝

初版：2011年10月
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文字情報基盤
（58,814字）

文字情報基盤概要

我が国で行政業務上必要とされ
る人名漢字等約6万文字を、国
際標準に則り提供
IPAmj明朝フォント

文字情報一覧表

http://mojikiban.ipa.go.jp/

戸籍統一文字（漢字55270字）
戸籍のオンライン手続に使用することを目的として整理し
た文字（辞書をベースに整理）

住民基本台帳ネットワーク
システム統一文字（漢字19563字）
多くの住民が氏名に使う文字を整理

JIS漢字コード（10050字）
実用上の情報交換の必要性から、出現頻度など
を元に文字を選定 (JIS X 0213:2004)

常用漢字（2136字）
法令、公用文書、新聞、雑誌、放送など、
一般の社会生活において、現代の国語を
書き表す場合の漢字使用の目安を示す。

http://mojikiban.ipa.go.jp/
http://mojikiban.ipa.go.jp/


行政事務標準文字
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行政文字標準文字とは

https://www.digital.go.jp/policies/local_governments/character-specification



外字作成コスト

地方公共団体ごとや、一つの地方公共団体の中でも手続を行う部署ごとに文字データを作成・維持しています。

地方公共団体の職員・住民の負担大

転入時に住民票の写しを即日発行できません。地方公共団体の職員が外字を作成したのち、住民は後日住民票の写しを
受領します。

地方公共団体等の公的機関では、手続きの際、氏名の入力誤りが発生しないようにするための確認作業等で大きな負担
が発生します。

地方公共団体ごとにコンピューターで管理する文字が異なることで、効率的な行政サービスの実施および大規模な災害発生
時の迅速な対応等の妨げとなります。

システム選択時の制約

システム更新の際には、外字が支障となって、同じベンダーに依存し続けるベンダーロックインの状態になりやすく、文字の作成
や維持・管理にコストがかかる要因にもなります。

システム間での情報連携を阻害

住民サービスに用いられているコンピューターのデータが別々のシステムで管理されているため、外字を使用している場合は、
異なる地方公共団体間のデータ連携だけでなく、同じ地方公共団体の中の組織であっても、部署が異なればシステム間の
データ連携の際に文字化け等が発生し、情報の連携を阻害する要因になっています。

外字による様々な課題の解消

62

https://www.digital.go.jp/policies/local_governments/character-specification



一般社団法人 文字情報技術促進協議会

https://moji.or.jp
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全ての文字を全ての環境へ

フォント技術

標準化

技術支援

政策
※Unicode Consortium alliance organization

https://moji.or.jp



文字が描く、デジタル社会の未来図
～ 一般社団法人文字情報技術促進協議会 15周年シンポジウム ～

65

内容 講演者

開会あいさつ
一般社団法人文字情報技術促進協議会 会長

小林 龍生

基調講演（1）
デジある庁 デジタル社会共通機能グループ 統括官

楠 正憲

基調講演（2）
Unicode Consortium Technical Director

Ken Lunde

セッション1
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立国語研究所 教授

高田 智和

セッション2
一般社団法人文字情報技術促進協議会 理事 / 日本電気株式会社

袴田 博之

セッション3
Monotype 開発部 津田 昭
モリサワデ ザイン部門長 岡 繁樹
株式会社イワタ 代表取締役社長 水野昭

パネルディスカッション

閉会あいさつ
一般社団法人文字情報技術促進協議会 事務局長

田丸 健三郎

文字・フォントの最新動向から政府

の外字問題解消の取り組みまで、

文字・フォントに関する今をご紹介

日時： 12月12日（金）

13:00 ～ 17:00

場所： ＪＰタワーホール＆カンファレンス

東京都千代田区丸の内二丁目7番2号
KITTE 4, 5階

参加費： 無料



66


	スライド 1: 文字コードの変遷
	スライド 2: シフトJIS、マイクロソフト標準キャラクタセット、JIS X 0213からUnicode サロゲートペアまで
	スライド 3: 文字コードの変遷
	スライド 4: Windows の変遷
	スライド 5: 1985年 - Windows 1.0
	スライド 6: 1987年 - Windows 2.0
	スライド 7: WIFE（Windows Intelligent Font Environment）
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10: US-ASCIIの穴を縫って作られたシフトJIS
	スライド 11: 実装コストが高く、しばしばバグの原因に
	スライド 12: 0x5C 問題
	スライド 13: メールで一般的だった 7bit JIS / ISO-2022-JP
	スライド 14
	スライド 15: Unicodeとサロゲートペア
	スライド 16: Windows 95（1995）
	スライド 17: 二つの議論
	スライド 18: Windows 95 での UCS 対応 1993年夏 @ 米国 ワシントン州
	スライド 19: JIS2000 の 303文字の行方 2000年 冬@ 米国 カリフォルニア州、 中国 北京
	スライド 20: 追加面の文字（サロゲートペア）
	スライド 21: 追加面の文字と「面」
	スライド 22: JIS2004における大きな変更
	スライド 23: 書籍では
	スライド 24: Unicodeの文字数
	スライド 25: Unicodeの登録文字数の変遷
	スライド 26: 基本多言語面 (Basic Multilingual Plane) 追加面 (Supplementary Plane)
	スライド 27: 文字と規格の関係
	スライド 28: Unicode Stack
	スライド 29: 外字問題とIVD
	スライド 30: 行政システムでは
	スライド 31: 外字を使用する背景・・
	スライド 32: 外字を必要とする背景とは
	スライド 33: BMPの外字使用と外字を使うことの深刻な課題
	スライド 34: 外字を使用した運用
	スライド 35: 東北大震災からの教訓
	スライド 36: Unicode IVS/IVD
	スライド 37: Windows 8 の IVSサポート基盤
	スライド 38: グリフデータベース基盤
	スライド 39: フォントサイズの推移
	スライド 40: Windows 8 でIVSに正式対応
	スライド 41: １文字＝16ビットではない（UTF-16）
	スライド 42: レンダリング文字数とデータサイズは一致しない
	スライド 43: 異体字セレクタの仕組み ~Ideographic Variation Sequence~
	スライド 44: 異体字セレクタ
	スライド 45: グリフの指定が可能に
	スライド 46: グリフの指定とIVD
	スライド 47: 16ビットから64ビット (UTF-16の場合）
	スライド 48: 実装上の違い
	スライド 49: 文字によって異なるバイト数（UTF-16）
	スライド 50: 各データベースにおける対応状況
	スライド 51
	スライド 52: 文字情報基盤
	スライド 53
	スライド 54: これまでの経緯
	スライド 55: これまでの経緯
	スライド 56: 世界最先端IT国家創造宣言 内閣閣議決定  
	スライド 57: 電子行政分野におけるオープンな利用環境整備に向けたアクションプラン 各府省情報化統括責任者（CIO）連絡会議決定
	スライド 58: IPAmj明朝
	スライド 59: 文字情報基盤概要
	スライド 60: 行政事務標準文字
	スライド 61: 行政文字標準文字とは
	スライド 62: 外字による様々な課題の解消
	スライド 63: 一般社団法人 文字情報技術促進協議会  https://moji.or.jp 
	スライド 64
	スライド 65: 文字が描く、デジタル社会の未来図 ～ 一般社団法人文字情報技術促進協議会 15周年シンポジウム ～
	スライド 66

